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い
よ
い
よ
冬
将
軍

除
雪
計
画
ま
と
ま
る

除
雪
道
路
は
－ 幽 畠

一O
キ

ー＿＿＿.島

ロ

み
ん
な
の
協
力
で
雪
の
な
い
道
路
を

ひ －－－－…第268’

い
よ
い
よ
冨
の
季
節
で
す
。
雪
道
の
｝

交
通
を
安
会
に
少
し
で
も
快
通
に
保
つ
｛

た
め
、
関
係
道
路
犠
関
で
は
、
道
修
除
山

富
計
画
を
ま
と
め
、
除
雪
車
を
墜
備
し

v

本

番

に

そ

な

え

て

い

ま

す

。

～

除
雪
効
果
を
高
め
る
た
め
、
町
民
の

）

み
な
さ
ん
の
積
康
的
な
と
凶
力
を
お
願
V

い

し

ま

す

。

一

さ

生
活
道
陣
聞
は
近
所
峨
繊
除
留
に
も
限
度

共
同
で
除
雪
を
が
あ
り
、
始
以
内
道

路
（
生
活
道
路
）
や
狭
い
道
路
な
ど
は
実

施
で
き
か
ね
る
の
で
、
隣
り
近
所
失
問
で

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

首
障
上
駐
車
は

作
業
能
率
が
悪
く
、
衝

や
め
玄
し
よ
う
突
の
危
険
が
あ
る
た
め

そ
の
区
間
の
除
需
が
で
き
な
い
岨
割
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車
を
や
め
ま
し
ょ

A
J

。
－
思
の
曲
聞
の
亀
置
を

除
雪
車
に
よ
っ
て
准

鎗
家
ね
が
い
奮
す
積
し
た
戸
口
の
雪
や

屋
綬
雪
は
、
各
自
で
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

川
や
涜
冨
濁
の
町
内
会
や
上

・
下
流

鐙
置
は
針
圃
的
に

の
関
係
者
と
協
醸
し

て
剰
用
し
ま
し
ょ
う
。
流
曾
溝
の
フ
タ
は

利
用
後
す
ぐ
に
き
ち
ん
と
閉
め
て
く
だ
さ

、。iv 
値
観
寄
防
止
の
た

め
の
・
障
を

あ事寝広昭和32年 8I! 8 = 
．’g 3・・6使唱曲U可‘

除
宮
車
に
よ
る
後
警
の

恐
れ
の
あ
る
道
路
治
い

の
物
件
（
組
本
、
へ
い
塩
、
け
い
は
ん
、

消
火
後
等
）
に
は
強
固
な
傑
滋
｛
赤
街
を

付
け
た
サ
オ
な
ど
〉
な
ど
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
普
情
は
町
園
建
な
除
雪
実
態
に
対

内
会
を
通
じ
て

し
、
ま
ず
寛
容
を
お
願

い
し
、
ご
意
見
等
は
町
内
会
の
役
員
を
通

じ
て
申
し
入
れ
て
く
だ
さ
い。

－
舎
道
路
の
除
曾
担
当
織
蘭

マ
園

遊建
設
省
燃
部
圃
遁
維
持
出
渡
所

マ
県

道富
山
県
入
普
土
木
事
務
所

や
め
よ
う

マ
町

選朝
日
町
道
路
除
雪
本
部
（
建
鍛
錬

内、

－E
－一
l
一一

O
O内
線
四
五

時
間
外
直
通
管
三
l
一一

C
凶〉

（
写
真
は
、
高
速
除
雪
撃
に
よ
る
恩
朝

の
雪
と
の
た
た
か
い
〉

と
め
よ
う
酒
飲
み
運
転

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

1
1
＋
－一
月
＋
ニ
日
か
ら
一
月
＋
一
目
さ
で

：

師
走
に
入
り
い
よ
い
よ
あ
わ
た
だ
し
く

な
り
ま
し
た
。
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会

が
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
、
交

通
が
混
維
し
事
故
の
誘
発
が
心
配
さ
れ
る

時
で
も
あ
り
ま
す
の
で
町
民
総
ぐ
る
み
の

力
を
結
集
し
て
交
通
事
故
の
防
止
を
し
な

げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
例
年
多
発

す
る
飲
酒
運
転
の
絶
滅
、
歩
行
者
、
自
転

恵
利
用
者
等
の
交
通
弱
者
の
安
全
を
確
保

し
．
家
紋
防
比
の
徹
底
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
飲
酒
遭
伝
を
絶
減
し
よ
う

－
忘
年
会
、
新
年
会
、
各
種
会
合
等
澗
類

を
け品
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
切
に

は
、
絶
対
に
箪
を
運
危
し
て
行
か
な

、。
L
V
 

－
涯
を
飲
ん
だ
時
は
、
絶
対
に
獲
を
運
転

し
な
い
。

・
運
転
す
る
者
に
酒
類
を
飲
ま
せ
な
い
。

．
酒
を
飲
ん
だ
者
に
運
転
さ
せ
な
い
。

・
家
族
が
飲
酒
の
席
へ
出
向
く
時
に
は
、

絶
対
に
車
を
運
転
さ
せ
な
い
。

・
各
種
会
合
で
、
飲
酒
運
転
絶
滅
を
申
し

合
わ
せ
る
な
ど
、
地
減
、
会
社
、
事
業

所
、
町
内
会
ぐ
る
み
の
運
動
を
ひ
ろ
め

よ
う
。

＠
次
の
こ
と
を
内
守
ろ
う

－
遺
跡
陪
繍
盛
岡
の
際
の
民
右
安
全
確
認
を
す

る
－
道
路
へ
の
と
び
出
し
は
し
な
い

－
幼
児
か
ら
「
自
を
怒
さ
な
い
」
歩
行
中

「
手
を
陵
さ
な
い
」

・
自
転
車
利
用
者
は
飲
酒
、
無
灯
火
運
転

は
絶
対
し
な
い

－
京
右
折
台
国
と
正
し
い
右
折
方
法
を
行

う
・
運
転
者
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

の
保
護
を
す
る

－
過
労
運
転
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
、
信
号

無
視
な
ど
暴
走
運
転
の
禁
止

－
積
雪
時
の
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
、

タ
イ
ヤ
推
抗
議
眉
の
実
行

ス
ノ
ー

一

水
島
信
一
氏
に

。

l
泊

出

身

i

一

黄

綬

褒

章

一

五
十
二
年
秋
の
蛮
章
で
、
朝
日
町
泊
一

一
（
三
浦
町
）
出
身
の
水
島
信
一
氏
（
東
一

一京
都
大
田
区
岡
園
調
布
三
ノ
一一一一
ノ
三

一
に
伝
住
』
が
、
貨
綬
袋
貨
を
受
較
さ
れ
’

一
ま
し
た
。

水
島
氏
は
、
現
在
佐
蔵
工
業
K
K
の
一

一
安
全
部
長
で
、
ま
た
建
設
工
業
労
務
研
、

，究
会
副
理
事
長
、
東
京
建
設
業
協
会
労

P

働
委
員
長
な
ど
関
係
団
体
の
要
睡
眠
に
あ
．

っ
て
、
労
働
災
害
の
防
止
に
努
め
ら
れ

一

一
た
別
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

(21 

i
朝
日
町
公
民
館
関
係
幽
職
員
l

県
公
民
館
大
会
で

表
彰
さ
れ
る

去
る
十
一
月
十
目
、
富
山
県
公
民
館
大

会
が
開
僕
さ
れ
、
こ
の
席
上
に
お
い
て
友

の
方
々
が
、
公
民
館
活
動
の
功
労
者
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
並
び
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

m
－R包帯
状
袋
与

朝
日
町
中
央
公
民
館
主
事

間

部

普

治

獅
大 .
家 総
庄 状
公 ii
民 与
館
長

JI I 

上

募再

笹
川
公
民
館
長

折

谷

峰

－m功
労
uw状
授
与

朝
日
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
主
犠

岡

本

輝

夫
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旧
役
場
跡
聾
備
事
業

公
園明

治
天
皇

ご
巡
撃
の

に」
旧役犠跡公園・駐車渇平面図

〆／〆

駐
車
場

公
衆
便
所
完
成

行
在
所
も
改
装
さ
れ
る

! -, ,r・7・7・7アブ・7・，・・ぞー、
,' t / I t I I .1 I : I 
?...! . ../. 4・4・4・4・イ・4・－＇－： / ’ 
、＼・。＼＼＼＼＼＼＼ ！
、」＿＇.，＿ .'I... .」：:1.... ：：....~.＞...ム ．ー 」

駐車場

． ． 

－L司・
0

・

公
園
内
に

遊
歩
道

・
ベ
ン
チ
設
置

役
場
庁
舎
の
旧
小
学
校
校
舎
へ
の
移
転

に
よ
り
、
旧
庁
舎
は
、
明
治
天
皇
が
北
陸

ど
巡
撃
の
さ
い
行
在
所
と
な
っ
た
特
別
室

を
残
し
取
り
観
さ
れ
、
跡
地
は
公
閥
、
駐

車
織
と
し
て
整
備
中
で
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。

公
館
内
の
周
辺
に
は
、
町
花
「
ツ
ツ
ジ

」
、
町
木
「
ヒ
メ
コ
マ
ツ
」

や
カ
イ
ズ
カ

イ
プ
キ
が
植
え
込
ま
れ
、
町
民
が
剰
用
し

や
す
い
よ
う
に
と
玉
砂
利
を
敷
い
た
遊
歩

道、

ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ
な
ど
が
担
げ
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
行
在
所
に
つ
い
て
も
改

袋
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
鐙
偏
さ
れ
た
旧
役
場
跡
地

田
町
辺
）

｜「園
地事
下谷
歩 鐘
道 平

始工！
ま事孟
る ｜高

Lー！

国
道
八
号
線
と
県

完

成

i
道
朝
日

・
宇
奈
月

来
年
二
月
末

線
が
交
差
す
る
平

柳
地
内
は
、
事
故
多
発
地
稽
で
あ
る

た
め
、
柏
崎
減
住
民
か
ら
交
通
安
全

m

m
献
と
し
て
地
下
歩
道
の
授
賞
が
要
望

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
建

設
省
で
は
、
事
業
費
約
三
千
万
円
を

投
じ
、
来
年
二
月
米
の
完
成
を
め
ざ

し
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
地
ト
歩
道
は
、
錨
ニ
・
八
以

高
さ
ニ
・
六
M
の
ボ
ッ
ク
ス
で
、
中

央
帯
は
自
転
車
を
引
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

働

集

：
一’e一

判
対

d
官

lv
棚
引
農
村
公
園
完
成

直

属

モ
弁
の
口
農
村
公
聞
は
、
昭
和
五
十
一
年

度
か
ら
着
手
さ
れ
て
い
る
農
村
総
合
聾
傭

モ
ダ
山
門
事
業
の
環
場
整
備
の

一
っ
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
舟
川
新
、
一
－
一
校
織

の
農
村
公
園
に
つ
い
で
三
つ
自
の
農
村
公

園
で
す
。

公
慣
に
は
、
図
慣
に
マ

ッ
チ
す
る
よ
う

胤
随
に
は
桜
木
の
摘
、
中
央
に
は
花
だ
ん

が
造
ら
れ
て
あ
り
、
緑
花
の
な
か
で
地
区

民
が
楽
し
く
強
う
ζ
と
の
で
き
る
渇
と
な

り
多
く
の
方
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す。

の

口

工
事
期
間
が
長
い
の
で
、
受
通
安
全
に

十・寸〔
A
tma
つ
才
で
ノ、
だ
ズ
－
ns

（
写
真
は
、
工
事
咋
の
平
鉱
交
差
点
）

¥ 

13) 8 
3 
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「！
一

の

防

鎗

予

年末

災

年

火
「し

年
来
年
始
の
時
期
は
、
人
の
動
き
も
あ

わ
た
だ
し
く
な
り
、
忘
年
会
、
新
年
会
な
ど

の
飲
酒
の
慣
会
も
多
く
、
と
か
く
火
に
対

す
る
嘗
戒
心
が
薄
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
不
注
意
に
よ
る
も

の
で
、
忙
し
さ
の
あ
ま
り
「
つ
い
う
っ
か

り
・－
と
か
、

「
だ
い
じ
よ
う
ぶ
だ
ろ
う
」

な
ど
と
い
う
よ
う
な
安
易
な
気
持
が
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
時
期
に
お
け
る
町
民
の
防
火
窓
ぬ

の
向
上
と
人
命
損
傷
穆
放
の
絶
個
聞
を
期
す

た
め
、
次
の
要
舗
で
歳
未
特
別
嘗
減
を
笑

施
し
ま
す
。

へ耐｝サ
イ
シ
ン
吹
町

一1吹
聴
B
時

ロ
月
泊
目
か
ら
ロ
月
山
口
ま
で

午
前
7
時
、
午
後
9
時
の
こ
回

マ
吹
的
方
法

演
習
招
集
信
号

1
1
休

｜
｜

体

1
1

十

五

秒

六

秒

十

五

秒

－
｜

休

｜
｜

六

秒

十

五

砂

薄
れ
が
ち
な
警
戒
心

つ

い

か

だ
い
じ
よ
う
ぶ
だ
ろ
う

ひ…ー－. -・ 広

F

吹
的
区
敏

朝
日
町
全
絞

朝
日
町
消
防
団
出
初
式

一
月
六
日

（土
〉

恒
例
の
朝
日
町
消
防
団
出
初
式
は
、

う

つ

に
注
意

月
六
日
（
金
〉
に
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は

朝
日
町
会
成
に
わ
た
り
、
午
前
七
時
に
演

習
招
集
方
法
の
喪
舗
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を

吹
附
し
ま
す
。

（
朝
日
町
梢
防
水
配
）

移
動
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
に

耐
震
自
動
消
火
装
置
を

火
の
気
の
多
い
季
節
と
は
り
ま
し
た

と
と
ろ
で
、
家
庭
な
ど
で
使
用
さ
れ
て

．

い
る
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
の
う

ち
、
移
動
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
あ
っ
て

は
、
朝
H
町
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

勉
髭
等
に
よ
り
自
動
的
に
消
火
す
る
装

置
か
、
燃
料
の
供
給
を
自
動
的
に
停
止

す
る
装
雌
を
段
げ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

購
入、

使
用
の
際
に
は
十
分
注
a思
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
凶
十
九
年

一
月

一円
に

お
い
て
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日

ま
で
の
聞
は
、
乙
の
規
定
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ま
も
な
く
期
限
切
れ
と

な
り
ま
す
の
で
、

引中山
H

に
耐
辺
自
動
吟

火
公
縦
の
あ
る
の
も
の
に
切
り
日
え
て

下
さ
い
。

〈朝
日
町
消
防
本
部
〉

c:: :JI 

｜計

＝県知事選挙結果＝

十

一
月
二
十
七
日
、
伊
山
県
知

事
選
挙
が
軸執
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恕
ま
れ
高
投

票
率
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
県
下
的
広
低
調
ム
1
ド
を
脱

し
き
れ
ず
、
本
町
に
お
い
て
も

前
回
〈
四
十
八
年
）
知
事
選
の

役
察
本
を
石
川

r弱
下
回
り
ま
し

た
。
今
後
遺
骨
伊
人
の
み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
投
烈
診
加
佐
お
願

い
し
ま
す
。

戸朝
日
町
選
挙
管
斑
必
尚
会
）

投票率は 64.43~ヰ
回＞く第一

多
彩
な
催
し
で

に
ぎ
わ
う

去
る
十
月
二
十
八
日
、
二
十

九
日
の
阿
臼
朝
日
町
中
央
農
侮

に
お
い
て
、
腰
骨
称
漁
業
の
生
確

技
術
の
向
上
と
管
内
の
特
産
品

の
紹
介
を
目
的
に
、
第

一
回
朝

日
町
食
業
祭
戸
主
航
・
朝
日
町

農
林
漁
業
銀
興
会
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

会
届
に
は
ど
れ
も
見
事
な
農
産
物
や
、

大
豆
を
主
紛
糾
に
し
た
路
理
コ
ン
ク
l

w、
自
然
の
草
花
等
の
生
花
展
、

生
活
工

夫
以
、
朝
日
町
管
内
の
農
産
物
等
産
地
阻

詰
に
よ
る
特
産
品
約
郎
ど
な
と
多
ロ
な
ル

し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
農
協
農
畿
具
サ
ー
ビ
ス
セ
シ

富山県知事選挙投票結果

選等当日

有編：者数

6.383人 3.953人 61.93%
(6.225) (4.069) (65.37) 

7 . 513 5. 000 66 . 55 
(7. 52~） (5. 432) (72. 20) 

13.896 8.953 64.43 
(13. 749) (9,501) (69.10) I 

〉内は、前回〈昭和48年〉知事選の数

投票率投票者
区
別

タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
の
農
作
業
の
成
果

を
煉
っ
て
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
週
転
鰻

技
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
は
じ
め
て
の
農

業
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
日
間
で
し
た
。

山
産
物
品
♂
会
な
ど
の
成
績
は、

次
の

と
お
り
で
す
。

8 
4 

。
金

賞
〈
朝
日
町
農
綜
漁
業
振
興
会
長
賞
）

o
ssa物
品
解
会
の
部

マ
穀
類
の
部
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
綜
静

子
（
大
家
庄
）
／
谷
口
敏

（
南
保
〉

。
大
豆
／
折
戸
惣
市
（
五
箇
庄）

マ
葉
菜
類
の
部
o
白
菜
／
麗
田
吉
弘

〈
大
家
庄
〉
マ
根
菜
類
の
部
。
ね
ぎ

／
道
下
賢
次
郎
〈
大
窓
庄
）
マ
い
も

績
の
部
。
里
芋
／
水
井
寅
次
郎

〈大

家
庄
〉
マ
果
実
類
の
部
。
か
き
／
沢

弁
智
事

ハ山
崎
〉
マ
環
根
の
部
。

チ

ュ
l
リ
7

プ
／
沢
田
行
園
駅
〈
大
家
庄

）
マ
山
菜
類
の
部
。
わ
さ
び
／
長
崎

小
太
郎
（
間
保
〉
マ
加
工
品
の
部

。
わ
ら
加
工
品
／
下
沢
角
松

（泊
〉

O
創刊理
ク
ン
ク
l
ル
の
錫

マ
際
理
／
西
村
の
り

〈
五
箇
庄
）

O
生
活
工
夫
展
の
郁

V
民
芸
品
／
畏
弁
ヨ
シ
エ
〈
笹
川
）

O
ト
ラ
ク
タ
ー
鰻
鐙
の
傷

マ
優
跨
／
大
家
圧
東
部
第
一
営
農
組

A
ロ

14 

〈写
真
は
、
農
産
物
品
評
会
会
岨窃
と

ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
簸
設
会
〉
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町営工事入 札状況 一
人
ぐ
ら
し
老
人

一
日
招
待
さ
れ
る

十

一

月

十

七

日

基

幹

集

落

セ

ン

タ

ー

に

朝

日

町

中

央

公

民

館

で

は

、

九

月

以

降

お

い

て

、

一

人

ぐ

ら

し

老

人

の

一

目

招

待

福

祉

セ

ン

タ

ー

な

ど

を

会

渇

に

、

町

民

成

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

人

大

学

謙

峰

、

俳

句

・

書

道

・

短

歌

・

版

招
待
さ
れ
た
五
十
人
余
り
の
老
人

は

、

回

数
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

町
民
待

風
E
に
つ
か
っ
た
り
、
中

食

を

と

も

に

し

望

の

教

養

講

座

と

し

て

人

気

を

集

め

て

お

な
が
ら
一

日
の
ん
び
り
と
歓
談
し
て
お
ら

り
．
十
二
月
上
旬
で
ひ
と
と
お
り
の
課
程

れ
ま
し

た

。

を

終

了

の

予

定

で

す

。

e
 

日

エ

自

白

目

白

川
川

R
H

n
u

m
M

引

u

n
u

骨川

劃

日

間

〉

郎

事

日

日

日

日

明

即
院

mw

即

郎

事

3

．，

m

3

谷

2

工

5

5

5

5

事

日

1

3

U
2

1山
川

工

年

災

月

年

姪

年

殴

月

事

月

事

月

事

月

エ

尉

改

年

4

改

年

4

・m
t
所

げ

事

臼

娘

一

日

新

ロ

エ

ロ

エ

ロ

エ

ロ

段

Z

錨

臼

員

闘

臼

員

・2

～
h
欠

～

ェ

～

$

号

～

援

～

殴

～

霞

～

般

～

新

1
1

〈

～

（

、

制
円
一
店
札
一回

円

四

？

”
円
滑
｝

）
内
配

円

？

ふ

円
司
節

目…

円
臼

繍
円
日

制
円
崎
山
ー

儲
円
門
r

U
円
時

一幅一
”
円
札
山

偏

ド
切

月

水

銀
拐
尉

J
繍
研
月
防
防

モ
水

明

月

日

ド

防

月

？

”
拐
恥即
時
舗
初
即

時

舗
拐
月
比

縁
切
即
協

良
明

月

G
良
拐

町

二

ン
日
日
排

谷

却
叩
併
銀
お
日
ロ

ι傭
銚
却
日

叩
ン
円引
日
初

銭
円

H
封
鎖

ロ
日
ロ

織
は
山
口
引

池

げ

日
開
山

改

H
H
m
敬

白

川
町

－晶

a

董
落

ウ

野

綾

綬

在

値

観

線

｜

ラ
費
期

長

大

賞
期
長

号

貨

期

長

員
合

策
費
期
長

ラ
費

期
畏

下
貨

期
長
学

賞

期
長

学
賞
期

長
小

貨

期
長

滋
賀

期
長

通
貨

期

以

グ

事

～

事

問
療

総

（
事

グ

以

～
事

～

嘆

～

嘆

～

事

組
創
世

組
事

合

工

工

延

中

工

工

延

川

工

工
話
相
剛

村

工
工

延

合

℃
工

延

縁

工
工

延

岡

t
工
延

図
に

ど
延

中

じ
・
し

延

遭

仁
一
し
延

道

工

．ム
延

鎗

周

笹

康

総

蕗

柳

窪

野

綜

綜

A

V

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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一一 10 0万円以よ 一一

く女子は平日道が優勝〉

9月24日から開催されていた第

1回夜間バレーボー／レ大会；士、iI 

月24日に~女の優勝戦が行おれ、

女子では平柳 ・日東町・ 道下で編

成された平日道チームが2－； の

スコアで朝日町保育所チームを厳

り優勝しました。また男子は、 大

家庄ヤンキースが優勝しました。

大
変
盛
会
な

成
人
大
学
様
座

一〉

く収穫の喜び分けあう〉

大家庄地区の勤労青年グyンープ

は、ふるさとヤングスク－IV活動

の一環として、舟川沿いの休初回

を利用し、大綬、キャベツなどの

野菜を裁第していましたが、 去る

11月6自に収穫し、町内の方 セに

配布したととろ大変喜ばれていし

また。

日
こ
く
み
ん
年
金
日

保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

帥
走
、
な
ん
と
な
く
気
ぜ
わ
し
い
月
で

す
が、

一
年
の
し
め
く
く
り
の
大
切
な
月

で
す
。
今
年
一

年
の
や
り
残
し
た
と
と
や

忘
れ
て
い
た
ζ

と
が
な
い
か
確
か
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

と
乙
ろ
で
、
国
民
年
金
の
保
険
制
の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
の
老
飴
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
斜
を
二
十
五
年
以
上
納
付
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
陣
容
年
金
や
母
子
年

金
に
つ
い
て
は
、
級
近
の
一
年
間
の
保
険

料
を
ヲ
ペ
て
納
め
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。保

険制判
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
二
年
経
過
し
ま
す
と
、
時
効
と

な
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。時

効
と
な
っ
た
期
聞
が
多
く
な
り
ま
す

と
、
将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

乙
ん
な
乙
と
が
な
い
よ
う
、
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
決
め
ら
れ
た
日
ま
で
に
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う。

納
期
は
、
次
の
と
お
り
で
す。

コ
第
一
期

（六
月
納
期
）

四
・
玉
・
六
月
分

O
第
二
期
〈
九
月
納
期
）

七
・
八
・
九
月
分

O
第
三
期
（
十
二
月
納
期
）

十
・
十

一
・
十
二
月
分

O
第
四
期
〈
三
月
納
期
）

一
・
ニ
・
三
月
分

詳
細
は
、
役
渇
住
民
線
国
民
年
金
係

（舎
三
l
一
一
O
O、
内
線
二
九
）
へ

(5) 
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備 を重点 とし

12億 7千万円投資 一て 昭和51年度決算報告三
・・田嶋岨Jt楓醐..附 um訓附捌剛山JtlUUU細則剛胤酬欄酬OIJJlllllDU醐悶U剛酬附，mu則剛剛II・S欄圃圃llll聞酬剛＂＇＂＇＂＇ ＇’llJ;.UUllHfll・omm剛＂＂・ s・II，剛刷醐’糊mumrrn:nm刷U1JllllllU1U11UI，刷剛山酬剛剛mun，岡山間剛剛mm剛開削脚刷。刷剛醐凶lll幽Ull鵬鑑聞酬柵幽

前年度に比べると、 歳入

歳出

8億：-3.993万円 33.5% 
8億 436万円 33.9% 

鵬削刷附剛山川剛“””。，＂＇＂＂”“”’＂＂＂＇＂川111111111川11111111，，附1剛刷。，，11111剛山間”’””“”llflllll”剛山川刷剛，a刷＂＇＇＂＂川t剛umrom；山m，削，IUJlll川悦刷S剛削剛鵬制”。，，1111 仙川川•111111111"' .1111"111111111111旧制”’tllJUllltullnll刷1nm1111111m111nm”11muu1111u1111111rnn”Jiii””Ill凶制1111m11nu111附II・

増加しました。

業

業
事

事

傭

路

良

章

街

改

説

画

設

同

制

附

斜

都
道

宵品
切

6. 5 8 6万円

1億 1.4 2 6 

－小．中学校運営費

. i白小学校改築費

．五箇圧小学校プール建設

．町民体育館、 3億 3.4 54 グラウ ンドの建設

l億 8.4 9 2万円

5. 7 7 8 
2. 0 0 9 

~務基盤の溢鏑
・農業情造改善事業

．農工一体化推進事業

．広域長選整備事業

・ ~村総合控術事業

．林道の開設と舗装

・造林事業

・山村娠興事業

・漁港改築事業
．｜砲」；；業振興

・観光m柴

1億 6.35 9万円

I. 2 24 
1, 54 9 
1. 8 6 5 
7. 92 3 
3. 0 6 5 
7. 048 
I. 6 7 9 
2. 5 0 2 
2. 35 8 

郷土の録会

・消防自動車の購入

・がけ地等危険住宅移転
．災害復旧事業

940万円

384 
2. 546 

などであります。

これらのほかに広峻園事鍍負組金5.784万円や公債費a・590
方向などが銀出の主なものであります。

このように、数多くの事業等の実現をめざして積極的に推進

し、住民と行政とを直結するととに努めました。

~別会掛

。国保会針

。診療所会計

C簡易ホi益金針
。用 水会計

金銭会紛

収 益 的 収 支

資本的収 支
討－

議入
万円

47,900 
3.364 
1.366 
264 

蔵出
万円

43,752 
2.881 
1.297 
252 

差引
万円

4.148 
483 
69 
12 

（泊病院〉

成人 歳出
万円 万円

90. 778 86.596 
3.162 3, 702 
93 ' 940 90 . 298 

:ff;；づ！
万円

4, 182 
ι540 
3.642 

。町民 1人当り決算額

続 出 （目的別）

法
厳 令 費
総務 費
民佐 賀

衛 生 賃
労 働貧
農紘乃くa定着聖書官

Jl~. ］： 貧
土 木 質

消防 費
教育 費

：札也復旧 費L
公的 費

り
制
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住みよい 町 づ く り と 生 活 環境整

建設事業費に
〈〉あらまし O 昭和51年度の決算規模は一般会計と特別会計合わせて

蔵入 33億4.903万円 （前年度25億 910万円）
歳出 31億7.808万円 （前年度23億7.372万円〉

ー《食会併

O収支 1億2,382万円の黒字
間和51年度の一般会計決算額は、

歳入 28（~2.006万円（前年度20KJ.4.9 1 2万円）
歳出 26飽9.624万円（前年度19｛~3 . 950万円）

で前年度と比叡して、歳入では7{&7.094万円、 37.6%の培、歳
出では7t~5.674万円、 39.0%の滑になりました。

歳入から歳出を差引いた実質収支は、 1{Q2.382万円の黒字を

みており、単年度収支でも1.756万円相加しています。

乙の実質収支1偲2.382万円のうち将来の財政の調盤資金とし

て5.000万円を積み立てて、健全な財政運営を図っていきます。

O歳入

地方愛 00混 8億678万円
歳入決算のうち、 IIも多いのは地方交付税8(0678万円で、前

年度よりHOI.373万円、 16.4%の漕となり、歳入の28.6%をし

めています。

次いで園、県支出金の7{Q.7.922万円で、前年度よりも26.1%
の樽で銭入の27.6%にあたります。

町税は、 4~J7.130万円、 23.3%の噌で、店長入金俸の16 . 7%に
あたり、乙れを町民 1人当りにしますと、 23.988円となり、町
民；1人当りの行政費137.233円の17.5%に相当します。

ζのほかに、体育館建設、保育所新築、道路新設改良、学校

プー／レ新設や、消防自動車購入などの各事業にあてるための町

働3t~7.303万円、保育料6.943万円、造事本事業、林道事業や農

歳入の状況

道事業などにあてた分担金1(0560万円などが、歳入決算の主な

ものであります。

。歳出

投資的経費は 12億7,798万円
歳出決算をg的別でみますと、大きな比率をしめているのは・

教育費、’E事事水産業費、民生貧及び総務質で、 ζの四つの経費
で全体の73.6%となっています。

次に佐賀別に分類すると、義務的経費36.1%投資的経費47.4
%、その他の経費16.5%となっており、特に投資的経費は、前

年度＜6｛~9.154万円〉に比較し、 84.8%の槽となっています。
店長出の内容を「生活環境の重傷」、 「敏育条件の董備」「.

•＆盤の筆備j 及び「郷土の保全」の阿大政策別にその主なを；
のを列挙しますと、

生務磁場の極（爾

・高齢者医療費 9. 6 3 9万円

・乳児等医療費 523 
－児童手当の支給 1. 7 0 7 
・保育所運営費 2億 3.2 06 
・泊南部保育所新築費 8. 946 
・予防接種と住民検診 647 
・地下水調査と環境美化 703 
・泊病院事業への出資、助成 2.458 
・簡易水道事業への助成 671 

歳 出の 状況
（性質別）

8 (7) 
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心に晴着を朝日町成人者名簿照会昭和52年度着飾るよりも

この名簿は、 昭和32~手 4 月 2aから昭和33年 4 月 1 日までに生まれた、昭和52年度成人該当者遣を記載したものです。乙の名

簿に記裁もれになっている方は12月24日さでに敏育祭員会事湾局 （奮 2-1104）へお知らせください。ご連絡のない場合、成

境

地

区

高

島

周

二

長

弁

智

寛

水

島

忠

岡

水

島

憲

彦

水

島

雄

一

水
島
千
恵
美

水

島

誠

二

綬

建

千

秋

入者名簿に記載されないととがありまずからと了京ください。

－a盤町
地
区

内
組
真
紀
子

扇

谷

昭

子

扇

谷

俊

春

岡

本

直

美

加
獲
る
み
子

加
藤
千
代
喜

加
置
康
晴
美

加

議

屯

子

竹
谷
多
喜
子

前

川

潟

水

島

敏

彦

水

島

利

明

水

島

息

子

宮

川

活

改

米

谷

三

硲

嘉

義

晴

夫

笹
川
地
区

折

谷

平

秋

小
塚
嘉
久
子

竹

内

絹

子

竹

内

経

広

長

井

大

岳

長

井

文

女

長
井
勝
印
刷
美

長

井

妙

美

長

弁

鰐

彦

沼

内

智

子

泊

一

区

萩

原

裕

司

藤

沢

英

夫

村

上

正

幸

高

崎

達

夫

積

山

秀

男

荒
川
理
江
子

殿

村

修

中

村

商

議

積

山

明

彦

安

達

意

稗

畑

京

子

佐

野

川

終

局

山

朗

小

林

悠

子

脇

山

実

川

上

栄

福

地

謙

治

久

米

猛

夫

真

岩

ひ

と
み

大

島

喜

芳

篠

川

鈴

子

田

原

伸

二

古

沢

康

子

松

田

広

子

宮

崎

学

池

田

恵

子

泊

三

区

桑

守

豊

怒

高

田

容

子

大

政

慶

子

氷
見
千
佳
子

古
市
美
登
里

秋

山

幸

子

折

谷

精

子

加

議

信

行

佐
久
間
明
美

木

村

惇

明

石

倉

和

代

土

居

誠

西

島
乃
里
子

後

藤

利

行

平

崎

真

一

米

正

晶

子

伊

藤

絹

子

尾

崎

俗

子

土
井
喜
代
美

長

井

文

人

村

上

淳

子

大
和
真
理
子

山

口

悠

子

岡

田

均

佐

渡

順

子

笹

川

明

夫

下
沢
ゆ
か
り

寺

同

蓉

子

中

島

敬

治

福

平

仁

大

西

敏

夫

岡

本

安

央

後

援

界

弘

佐
渡
三
代
美

佐

藤

錦

子

米

国

久

美
子

秋
元
賀
津
之

泊

三

区

中
島
美
技
子

中

島

繁

長

沼

貞

信

大

沼

雄

一

開

発

悠

二

彼

川

久

笹

川

美

保
子

高
桜
し
の
ぶ

居

波

俊

広

荒

川

妙

子

石

原

諭

谷

栄

一

加

賀

正

則

笹

川

俊

治

水

下

一

恵

竹

中

真

実

平

沢

浜

岡

照

美

小

松

秀

美

竹

中

敏

平

崎

紀

子

真

部

朗

森

孝

子

荒
出
日
出
徳

田

中

修

平

坂

康

子

細

削

佐

織

河
村
由
加
利

谷

口

三
喜
男

平

坂

牧

子

平

岡

俊

彦

水

島

英

子

弁

上

孝

治

扇

原

利

子

佐
藤
小
夜
子

斉

藤

一

江

宍

戸

公

子

土

弁

満

江

建

部

正

美

戸

川

遼

留

野

沢

里

美

荻

原

稔

五
箇
庄
地
区

大
久
保
明
美

大

森

裕

美

河

内

宏

生

勝

田

曜

子

田

中

耕

一

田

中

和

幸

田

中

敏

朗

高

嶋

美

春

舘

一

司

南
茂
美
穂
子

商

茂

琴

代

山

手

清

和

山

本

典

子

南

茂

瑞

恵

重
閏
由
美
子

名

越

淳

子

中

島

寅

恵
子

西

村

貴

広

瀬

陽

子

吉

井

信

也

上

野

与

松

上

野

正

子

追

分

明

美

折

戸

加
奈
代

折

一戸

範

真

沢

田

雅

彦

笹

原

紀
代
乃

篠

田

義

孝

篠

田

伸

幸

高

島

情

高
島
白
壁
美

広

田

信

男

虫

ロ

江

佐

古

ロ

江

修

小

竹

正

美

窪

田

和

子

佐

渡

千

景

佐

渡

隆

司

浜

川

弘

子

長
谷
川
ひ
と
み

富
岡
掴
疎
地
区

石

原

雅

子

勝

原

錆

志

勝

原

和

仁

袋
閏
ゆ
か
り

井

俊

彦

字

国

速

雄

字

図

宏

子

瀬

戸

孝

俊

南

部

尚

人

南

部

修

二

小

林

裕

昭

小

椋

幸

男

道

用

慎

一

湯
上
谷
美
久
子

大

森

興

治

小
坂
真
知
子

中

島

雅

子

長

谷

利

容

近
藤
き
よ
み

更

田

孝

子

泊

地

裕

司

吉

田

弘

美

山

本

一

美

吉

田

真

代

竹

内

友

子

竹

内

恭

子

谷

口

美

栄

谷

口

敏

彦

谷

口

雅

削

谷

口

伊
次
了

中

山

秋

芳

長
崎
由
香
利

山
本
久
留
美
一

米

丘

英

一

山
崎
町
地
区

大

蔵

博

道

大

蔵

良

一

仙

名

ζ
ず
い

谷

普

計

長

津

雄

一

長

津

栄

長

津

界

一

赤

川

慎

二

安

達

清

美

池

田

正

明

谷
口
み
ゆ
き

名
古
屋

孝

之

山

本

幸

成

安

逮

真

弓

久
我
口
省
進

黒

崎

妙

子

上

不

良

昭

小
山
ま
ゆ
み

牧

野

泰

久

長
田
美
也
子

長

田

弘

明

小
杉
惜
別
得

稲

荷

鋳

江

端

安

子

大

弁

泉

箆

熊

俗

二

箆

熊

寮

上

村

裕

子

普

万

雅

子

古

市

直

樹

道
白
鳥
悦
子

大
窓
庄
地
区

石

綿

弘

子

伊

張

斉

笑

長

能

光

俊

名
越
多
津
子

森

木

正

保

弓

野

秀

人

柏

原

隆

幸

工

藤

宏
一

大
久
保
法
子

堂

用

節

子

新

田

譲

真

柄

邦

子

高

倉

吉

倒

前

川

妙

子

森

田

隆

稲

荷

吉

子

加

納

輝

行

小

川

順

子

高

島

英

子

西
島
美
由
紀

西

島

雅

樹

広

沢

淳

子

鍛

治

千

山口

金

井

幸

久

清

水

多

門

清

水

克

実

沢

田
弥
須
彦

広

田

隆

義

藤
田
久
美
子

藤

田

宣

雄

藤

田

隆

志

岡
田
ひ
と
み

山

崎

剛

白

井

誠

大

井

文

男

大

菅

敏

雄

作偏

向

治

里

遺

下

恵

子

小

川

俗

笑

8 
6 
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二
十
人
を
迎
え
｜
｜

一
日
里
親
会
実
施

・ll!2n号 ーー

朝
い
町
社
会
福
級
協
議
会
で
は
、
態
ま

れ
な
い
施
設
の
子
供
た
ち
に
家
庭
の
味
を

楽
し
ま
せ
よ
う
と
十
月

一
日
、
二
日
の
両

日
に
わ
た
り
富
山
愛
育
園
の
児
車
二
十
人

を
迎
え
て
、

一
日
里
親
会
を
実
施
し
ま
し

た。
今
回
の
血
親
は
、
次
の
方
山
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
田
啄
秀
然
（
笹
川
）
、
折
谷
信
一
（
笹

川
）
、
痕
東
誠
一
（
下
積
出
）
、
松
本

保
雄
（
東
下
町
）
、
寺
西
モ
ト
ニ

（本

町）

酒
井
敬
三

〈
幸
町
）
、
平
坂
隆
一

〈
幸
町
）
、
杉
田
清
作
（
栄
町
）
、
林

得
明
（
＝
一
紋
織
）
、
水
野
健

一
（辻）

一
日
里
親
と
里
子
は
、
各
家
庭
で
食
事

を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
だ
り
、

ま
た
家
事
の
手
伝
を
す
る
な
ど
来
し
い

一

夜
を
過
ご
し
、
喜
び
と
う
れ
し
さ
を
か
く

し
切
れ
な
い
表
情
で
迎
え
の
パ
ス
で
帰
り

ま
し
た
。

ひさあ報一広
昭和32.l匹8月 8s 
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i
it
’
i
i
！
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
は

一
日
思
規
募
集

・1
・i
tii
’

一
日
里
町
判
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
親
の
味
を
知
ら
な
い
施
設
の

子
供
た
ち
を

一
年
一

回、

も
し
く
は
二
回

親
が
わ
り
に
な
っ
て
預
っ
て
く
だ
さ
い
。

里
親
の
希
望
さ
れ
る
方
は
、
朝
日
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
朝
日
町
社
会
福
祉
協
讃
会

〈
雪
＝
7
0五
七
六
）
へ
申
し
込
み
願
い

ま
す
。

l
近
海
魚
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
で
｜

殿
村
さ
ん
が
一
位
に

県
食
生
活
改
普
織
選
協
主
催

富
山
県
食
生
活
改
普
推
進
協
議
会
主
催

の
イ
ワ
シ
、
サ
パ
、
カ
ワ
ハ
ギ
を
使
っ
た

魚
斜
理
コ
ン
ク
1
W
が
十
月
二
十
九
日
に

行
わ
れ
、
朝
日
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
の
代
表
で
出
品
さ
れ
た
殿
村
郁
さ
ん
（

西
町
）
の

「
イ
ワ
シ
の
み
そ
づ
け
揚
げ
」

が
見
事

一
位
に
遷
ば
れ
ま
し
た
。

殿
村
さ
ん
の
作
品
は
、
独
創
性
、
普
及

性
、
そ
し
て
短
時
間
に
作
ら
れ
る
う
え
、

見
た
自
に
も
き
れ
い
で
、
美
味
、
安
価
は

多
く
の
長
所
が
特
に
す
ば
ら
し
い
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

－
図
書
館
だ
よ
り
・

＊
厩
み
た
い
本
が
な
か

っ
た
ら

読
み
た
い
本
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
と

き
は
、
予
約
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
本
が

返
っ
て
来
た
ら
連
絡
し
ま
す
。

探
し
て
る
本
が
な
い
と
き
は
、
ほ
か
の

図
書
館
か
ら
一
カ
月
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

図
書
紹
介

。
新
越
中
風
土
記
金
三
部

「
富
山
県
の
歴
史
と
風
土
」
特
装
本

「
越
中
路
の
自
然
と
生
活
」
写
真
集

「
越
中
民
謡
の
旅
」
レ
コ
ー
ド
集

富
山
県
の
す
べ
て
を
体
系
的
に
と
ら
え
た

県
下
初
の
総
合
県
誌

新
刊
図
書

マ
児
童
図
・
乙

り
ん
ご
こ
ろ
り
ん
い
た
ず
ら
け
ん
ぼ
う

は
な
の
オ
戸
ガ
ン
ふ
し
ぎ
な
お
と
さ

っ
き
は
ご
め
ん
ね
チ
ク
チ
ク
は
じ
め

て
の
お
る
す
ば
ん
く
ま
で
ん
し
ゃ
も

う
す
ぐ
お
ね
え
ち
ゃ
ん

く
じ
ら
の
な
み

だ
そ
ら
と
ぶ
す
ぷ
l
ん
ま
ん
も
す
ぷ

う
ち
い
さ
な
た
か
ら
も
の

三
び
き
の

お
ば
け
に
げ
だ
し
た
び
よ
ん

そ
ら
に
の
ぼ
っ
た
か
さ
や
と
お
く
ヘ
い

っ
た
た
く
ち
ゃ
ん

一
一
般
国
・
・’
一

戦
後
日
本
を
グ
メ
に
し
た
学
者
、
文
化
人

細
川
隆
一
X

俳

句

歳

時

記

風

景

山

本

健

吉

外

俳

句

を

た

の

し

く

中

村

汀
女

短

歌

を

た

の

し

く

生

万
た
つ
ゑ

美
し
い
キ
モ
ノ
き
も
の
コ
1
ト
築

婦
人
画
報
社

お

そ

い

巨

ざ

め

秋

山

ち

え

子

漂

白

の

記

萩

原

嘉

子

マ
ン
ボ
ウ
響
繰
山

北

杜

失

新
日
本
史
探
訪

海
音
寺
湖
五
郎

女

王

卑

弥

呼

回

の

謎

緬

口

清

之

富
土
山
的
の
謎

春

田

俊
郎

家
紋
の
知
識
一

O
O

能

坂

利

雄

読
轡
世
論
調
査
初
年
毎
日
新
聞
社

四
季
の
お
ベ
ん
と
う
捌
選

女
子
栄
養
大

お
菓
子
と
お
や
つ
ロ
カ
月
女
子
栄
養
大

新
ガ
ン
の
知
識

岩

波
新
書

ハ
リ
ス

治
安
維
持
法

岩
渡
新
管
制
見
俊
隆

河
上
議
詩
注

岩

波

新

曾

一

海

知

義

h
H
の
在

日
航
新
脅

日
本
陶
磁
全
集
伊
賀

加
藤
ま
さ
を
符
情
画
祭

自
伝
抄

附
の
即

恋

燈

上

さ
ら
ば
民
座
上
下

大
い
な
る
逃
亡

私
は
日
才

E
田
弘
一
虻

中
央
公
論
社

加
藤
ま
さ
を

ふ，

東
光
他

辻

邦

生

花

泉

優

子

製
岩

重
吾

出
小

光
二

車

鹿

宏

（
朝
日
町
中
央
臨
脅
館

密
主
！

O
五
七
四
）

朝
日
町
善
意
銀
行

主
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
善
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

戸
、泊
芸
以
組
合
よ
り
秋
の
お
さ
ら
い
会

を
開
催
し
た
益
金
五
万
円

ヤ
と
く
名
古
切
手
二
六
二
枚

＼
錦
鯉
愛
好
会
よ
り
一
万
六
千
円

ヤ
・草
野
在
田
丞
豊
さ
ん
よ
り
町
の
恵

ま
れ
な
い
方
々
に
、
店
均
年
で
あ
り
馬
の
よ

う
に
元
気
を
だ
し
て
下
さ
い
と
色
紙
五
十

枚
と
百
円
玉
二
万
円

！ ・愛の献血・ i 
！協力者芳名 －10月実施分－ i 
i吉江守照（草野）、土r:m清法（赤JII i 
p、山田京子（赤JII)、川久保慎二 ！

i （沼保〉、脇山実（泊）、水島吉 i
：範 （僑向町）、高木友一（桜町）、 － 

i松本研一 （宮崎〉、沢囲網美（月山 i
：）、双川良則〈三浦町）、清水規明：

! （金Ul）、蓬沢守（山崎）、渡辺i
界（境）、中島貧恵子（月山）、

i広田万紀子（草野）、追分美穂子（ i 
！草野）、長井妙美（笹JID、東久 ：

・美子〈南｛忠〉、山手昭彦〈桜町〉、 i 
川久保稔（招保）、大久保豊（！

桜町）、越間利志雄（南保）山本武 i
夫（山崎）、田口美代子（泊）、 大 ！

浜清光（宮崎）、 南部修二 （南保〉 i 
26名 ．

i （富山赤十字凪般センター） i 

…
〈
今
月
の
表
紙
〉

…

～
表
紙
の
歎
の
つ
づ
き
を
歌
っ
て
み
よ
う
～

ひ
と
な
げ

ふ

た
か
や
す

み

な

げ

川

日
よ
こ
や
す
い
つ
な
げ

む
か
や
す

へ

ん
な
な
な

げ

や

か
や
す

こ
こ
の
な
げ
山

川
と
う
か
や
す

ひ
と
な
げ

ふ
た
か
や山

へ
す

み
つ
が
よ

（
な
げ
の
歎
）

日
ひ
と
つ
ん
か
ら

ふ
た
つ
ん

か

ら

み
山

～
つ
ん
か
ら
ょ
っ
ん
か
ら

い
つ
つ
ん
山

川
か
ら
む
つ
ん
か
ら

な
な
つ
ん
か
ら
川

町
ゃ
っ
ん
か
ら
こ
こ
の
つ
ん
か
ら

と
h

で
つ
つ
ん
か
ら
ひ
と
つ
ん
か
ら
ふ
た
♂

山
つ
ん
か
ら

み

つ

が
よ

〈か
け
と
り
の
歌
）

地
方
に
よ
り
竹
じ
ゃ
つ
く
り
、
竹
ベ
V

～
ら
返
し
、
竹
返
し
と
呼
ば
れ
る
乙
の
遊
へ

山
ぴ
は
笹
川
で
は
み
か
わ
と
い
わ
れ
、

竹
山

内
の
皮
つ
き
の
長
さ
二
十
セ
ン
チ
口
、

幅
九

～
一
・
五
七
ン
チ
以
、
厚
さ
二
1
一一
一
ミ
リ
川

口
一州
の
竹
ベ
ら
で
遊
ぶ
遊
び
で
あ
る
。

～

遊
び
の
種
．凱
も
多
く
、
写
真
の
置
あ
い

｝わ
せ
、
か
け
と
り
、
な
げ
の
他
に
前
た
〈

～
お
し
、
前
お
こ
し
、
ね
じ
り
等
が
あ
る
）

竹
返
し
は
古
代
の
呪
術
具
が
遊
び
道
山

～
異
と
し
て
伝
わ
っ
た
名
残
り
で
、
女
の
）

山
子
の
遊
び
と
な
っ
て
遊
ば
れ
た
が
、

ムユ

日
で
は
誰
も
遊
ぶ
者
が
い
な
く
な
っ
た
。
日

（
写
真
は
、
笹
川
に
て
）

(91 
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屋＞~~
根｛答

電雪＼ 1う・
線ぉ ；~~
にろ ｝て．
注し i.; { 
意 （~ { 
／ ，九＂ .. 

・’〉る ／

テ
レ
ピ
ア
ン
テ
ナ
、
煙
突
な
ど
が
雪
の

重
み
で
倒
れ
電
線
に
触
れ
る
お
そ
れ
が
な

い
で
し
ょ
う
か
。

屋
根
雪
お
ろ
し
に
は
、

電
識
に
在
意
し

ま
し
ょ
う
。

北
農
竃
力
泊
営
業
所

〈舎
一｝ア
・ハ
汽）
二
八
）

（
昭
和
パ
十
帽
均

十
一

月
十
日
ヨ
現
住
）

お
す
こ
や
か
に

〈赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

ん
月
附

山
沼
崎

仰
田
町

自色水不
谷島被

み政
子；夫 直

長長長
ゾj努ソJ

政

中一－一浦

幸

町

清
水
町

松
涛
町

中
道
下

平
柳
一

平
柳
二

日
東
町

桜

町

桜

町
岨
ケ
正

小

更

高

畠
蛭

谷

坊小
在
池

大
家
庄

大
家
庄

犬
家
庄

大
家
庄

大菅坂沢七常谷土中浜南佐橋畑姻岩大角小青
沼田口田沢石口井嶋浦茂々本 回目蔵丸杉木

木
宣 1亨勝茂鎮紀刺恒 芳俊 信睦光 弘邦

勉雄一男雄臣間雄生夫雄宏正義洋縛整之夫功

お
し
あ
わ
せ
に

平晃 i俗

。

大

平

高

畠

O
中

三

浦

新

潟

県

O
西

三

浦

赤

川

O
西

三

浦

本

町

O
弥

生

町

入

善

町

O
清

水

町

入

善

町

O
松

涛

町

蛭

谷

a宙

.:11那長岡高安渡山長大川臼小末
谷

合須谷田沢 i童辺出川森崎本坂上
長長ご二 長 ニ 二長長長長長長二長長二長園長
男男女男男女男女女女男女女女女男男男女女

茂美篤和綾陽圭真実秩亜先 拓伯友
干！J - 1'tJ 

1定雄：必総介紀史美子子児理乃美子朗 論 郎 子 紀

智理
婚

~＇1 11 界俗真札良和隆悦丈弥富茂邦
香之 三

子司 子和 子助子甜： 子 士生夫子義

O
沼

保

新

漢

市

O
沼

保

窪

問

。
平
柳
一
匹

米

広

町

O
桜

町

出

山

市

O
旭

ケ

丘

新

潟

県

O
月

山

月

u

O
高

羽

境
O
谷沼

保

。
蛭
作
一

入

警

町

C
坊入

藩

町

コ
殿

町

後

川

ヘン
．一
…
位
儒

7
1

遊
押
』

： 説＇i'l・ 桁 松 山 桶 米 加 ・a氷上民主毛 :JI-ff it~ 山 Lii i'"J百笹省大

お
く
や
み

C
下
積
足

。
神
間
町

O
由
来
下
町

C
中

町

C
N
山

O
越

。

長

野

O
羽

ス

C
小
在
池

。山一一一

う！日内向川部 I~~ Ji白井尚仕ljf: :Jド守端偽 問中内井 川 県 村

ス lj出4月 お え己正康！！産 担当国久な 京明敬謙久
尖 'IJ＇ 喪

子 一子従代進 j’.ll}J美正 ・：＂警チ玄笑義子実子志子 一 子界

110) 

死

亡
」

良
介
佐
宿
衛
門
（
刊
）

位

藤

政

江

〈

訂

）

木

村

ち

ょ

（

η）

店

波

倣

械

（

刊

）

西

川

必

松

（

別

）

坂

藤

義

平

（

但

〉

近

藤

ち

い

〈

剖

〉

仙

名

由

太

郎

（

η）

九

盟

ク

サ

（

臼

〉

諜
古
川
義
賢
（
訂
）
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相談ごとご案内 まい
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舞 3..使唱.，，里町一

15日年fl劃；使取銀
22日冬 至
25日クリスマメ

28日官公庁執務納

め

31 !:I除夜祭

めまめまは ζ す 八
まつにすきろす実態
した家。」には払
よほ兵新とよらい
うこや年もつい〉
。り調をいて」十
を度迎わはで三
鍋品えれ「す 臼
ぎにるてす。は
清たfこい・9と「

hす

必〉12月（師
政相

毎月第1火曜日

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター

川上務ー〈雪3-0050)

談A 行

H寺

綱島 所
相談員

日

同
等
以
上
の
学
刀
を
行
す
る
と
詑
め

ら
れ
る
者
。

ゆ
身
体
が
健
公
で
修
学
の
意
志
堅
固
な

者。。願・az付
昭
和
臼
年
2
丹
江
伝
戸
店
）
か
ら
3

月
4
日
（
士
一）
ま
で
（
必
着
〉

。
鉱

験

日

昭
和
日
年
3
月
日
巳

〈ん
じ

O
H臥
険
地

笛
山
、
金
沢
、
長
岡
、
東
京
、
＋
人
以

O
M臥
島
眼
科
目

数
学
l
－

E
uu、
物
理
1
・
2
、
英

語
A

O
受
険
料
等

受
験
料
！
八
O
O円
、
入
学
金
不

要、

綬
業
料
年
額
五
五
、

0
00

A 人 権法律相 談

12月20日
午後 l時～午後4時
朝日町福祉センター

人権篠護委員

上国憲二 （舎 2-0127)
在悶佑芳〈き 2-2164)
小沢浩（舎 3-3000)

時

局所

相談員

日

心配ごと栂談

毎週火曜日

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター

<• 3-0576) 

時

ム

日

刊円

｛予
定
）

。
奨

学

金

向
成
資
んぷ鮫
川は
あ
り
戸
川
額

一
．． 
、

川
J
一
問、
f

，心

O
円
）

。
学
生

寮

校
内
に
主
的
戸
別
子
の
み
〉

O
問
い
合
わ
せ
及
び
入
学
案
内

－T九
三
七

知
徳
山
川
川
勝

一
二
λ
九

i

一

－M
山
職
業
訓
柑
統
制
期
大
学
校

4
仙
室
ヘ

舎

〈
O
七
六
五
）

二
回
1
・h
沢
一九
二

ヘ
f
i
f
i
i
j
ti
t－

t
J

～
織
ス
ポ
ー
ツ
行
事

一

～
［
・初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

一

明

・
期

日
ロ
月
渇
臼
（
金
）

・
日
頃

～

日
（
月
〉

戸

F

・
時

間

午
後
7
時
自
分
試
合
間
γ

～

始

時

・
ム
ロ
岨
吻
町
民
総
合
体
向
館

ν

一

・
訟

A
口

HY

プ
ル
ス
で
行
う
。
参
一

4

加
者
に
よ
っ
て
ぺ
ア
を
世

一

組
む

A

－

・
診
加
費

一
人
二

C
二
円

〈
シ
々
f

～

ト

ル
代
）
当
日
会
場
べ

｛

f

持
参

J

～

・
昨
し
込
み
当
日
会
場
に
お
い
て
一

.. 

所

受通事故巡回相談

第 I.第 3水曜日

午前JO局～午後3時

黒部市役所
第 I.第 3水駆日

午前JO時～午後3時

県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

①日時

弱所
①日時

損所

渇

ム

川 ｜ースキー教室一一一1・＇iI I I 
別 iI＿一一参 加者募集－＇

霊 ~ .期日 間和問 1月28臼（ゴゴ
＇.~ ！ ～30臼 （）J) 2泊36

支 ｛・会 織 新赤合スキー場
ご 1 1行在1－－「；？／ν＂1- I ~I._! 

e・ ）．受織対象者
I I 
J. ) 初心者、 初級者、＂ l糾お じ

） 級f'1：度〉
｝・受総司旨

~ ，ぅ0名（f41し；t.,み舶〉

} ' ）朝日町，，~に同住川勤務する老
~ -~注目れ！を篠突に参加lできる.（.) ••ro• ＇人 12.000PJ

；・申し込み
O所定の141し.il.7.i.HI紙に＆、決・・Jill’

~ （..：；記人のうえ、 ljl込合 2.0001・J
｝ を添えて1pし込む
？ っljlし込柿IJj後、受講（）：lfl1 I) iti: 
； ても ！ f ！ し 込 7;.iJ~はj~jfil しなし

..しるみ、問い合わせ9毎
朝刊llif教育4委員会!j(fれ，j

F守 2 ! 104) 

リ
舟
見
寿
楽
苑

入
所
申
込
み
受
付
：

人
務
町－
M
見
地
内
で
辿
設
中
の
特
別
養

護
話
人
ホ
1
ム
舟
見
対
私
仁
川
知
ば
、
来
年
四

川

一
日
開
所
の
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
身
体
上
、
梢
紳
よ
の
開
刀
が

あ
り
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
満
六
十

五
歳
以
上
の
万
の
た
め
の
純
訟
で
す
。

入
所
申
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
平
自
に
役
混
住
民
課
得
枇
係
（
舎

一一一ー
一
一
し
O
内
線
二
八
）
ま
で
ご
相

談
下
さ
い。

C嶋、‘

年
賀
状
は

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

来
年
四
月
開
校

｜

学

生

募

集

l

富
山
厳
禁
訓
練
短
期
大
学
校
は
、

厳
業

訓
練
法
に
基
づ
き
雇
用
促
進
事
業
聞
が
設

置
運
営
す
る
二
年
制
の
工
科
系
短
大
で
昭

和
五
十
三
年
四
月
に
開
校
さ
れ
ま
す
。

。
応
忘
定
員

生
産
綴
械
斜
加
名
、
金
属
成
形
科
別

名、

電
気
和
初
名
、
室
内
造
形
割
却

名
、
無
線
技
術
斜
却
名
、

針
山
名

。
応
募
資
格

ω学
授
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を
事

業
し
た
者
（
間
利
臼
年
3
月
卒
業
見

込
者
を
含
む
。
〉

、
ま
た
は
ζ

れ
と

十
二
月
二
十
ま
で
に

' e、、白〈れ

小
包
は
＋
二
月
＋
五
日
頃
ま
で
に
0

・．

－yo
年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受
付
し

ま
す
。
定
日
に
お
副
け
す
る
た
め
に
十

二
月
二
十
日
頃
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い

＊
年
賀
状
は
泊
局
区
内
、
都
山
県
内
、
県

外
の
三
万
一
如
に
分
け
、
紙
片
を
つ
け
て

窓
口
に
お
出
し
下
さ
い
。

＊
あ
て
名
は
く
わ
し
く
わ

吋
キ
リ
と

せ
っ
か
く
の
年
到
状
が
迷
子
に
な
ら
な

い
よ
う
に
名
あ
て
は
町
名
、

vw
地
、
H

脅
ま
で
ハ
ゅ
キ
リ
と
苫
い
て
下
さ
い
。

・半
年
・
ぶ
贈
答
用
小
包
は
年
内
に
お
川
け
ず
・

る
た
め
に
包
淡
を
し
っ
か
り
と
し
て
ト

二
月
十
五
日
ま
で
に
お
山
し
下
さ
い
0

・Z
応

μ
に
鄭
便
受
術
、

あ
る
い
は
ん
人

n

が
な
い
た
め
配
泊
出
米
ず
持
返
る
作
円

状
が
相
当
あ
り
ま
す
。

ぷ
人
口
の
な
い

と
ζ

ろ
は
郎
便
受
柏
を
訟
回
し
て
下
づ

い
。

（
間
抗
便
局
）

保
育
所
の

…畑
山

入
所
申
込
み
旬
！

附
和
五
十
三
年
四
月
か
ら
、
お
子
ざ

ま
の
保
育
所
入
所
を
祁
留
さ
れ
る
方
は

、
十
二
川
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
間

に
、
血
眼寄
り
の
保
育
所
へ
お
仰
し
込
み

下
さ
い
，
、

中
込
ド
けは
、
各
保
育
所
で
・配
付
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
給
与
所
得
者
は
、
制
和
五
十

－
一
一
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
裂
を
二

川
五
日
ま
で
に
銀
出
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
股
寄
り
の
保
育
所
又
は

住
民
課
福
祉
係

〈幅三
一一
’
二

日

O
内

一線
二
八
）
へ
お
た
ず
ね
下
ざ
い
。

｝
 1
 

1
 

1
 

8 
7 
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（決められた日時に受けられない方は＼
最寄りの会場で安けてください。 ノ

考

母子手帳 持診

一
一円

一

一線

2
一

一月
一
一

母子手帳 持参

備区

区

地

地

象対

~ 

場

福tll:センター

会~J 時

〉月

業

検

12 

児歳

く

事

母子手帳持参区地全福祉センター

泊病院

艶形外語：｝
区地ぺ‘

区地会福tll:センター

傍子手帳持参

母子手帳持参

区

境、 宮崎、間II、
泊、五箇庄、南保

山崎、 大家陀、

縦町、 間保

地会補~It七ンター

掴tll：.じンタ ー

午後
22（木） ' 

i 2.00～3.00 

＆ ／｜ー後
23（金） I 

I 1.00～3.00 ! 

午後

1.30～3.00 

月 児検診 .52年 3月 生

午後

1. ~o～ 3 . 00 

員

～ 4歳

; 21 （水｝

会

員長

（受けていな

い人）

婦級妊

ジフテリ ア 12 

三種混合f姿。

学貌

岐

風

日

傷

百

般
賠
償

予
防
鋒
種 母子手帳 持参農業l：ンター

黒部保健所

的支所
区

化 初、山崎新、

小（HU』

入羽

小佐池公民1'!11

少l人公民館

地イモ
午後 I 

1.00～3.00 

午後

1.00～3.00 : 

午後 I 

上 ：17（火）・
' 1.30～3.00 

－午後 I 
20（水） ｜

I 1.30～3.00’ 

~ I 6倫 ）

: 13（金）

児

人

ずし
，巨

， ， 月
，，， ． 

か
ま

談キ日l誕健
成

以話主30 診検l1i.j 人b見

人

防

病

予

JlHll新

d‘’，＿.山 ・バ山山＇ ..・ ・ • • =n. 

主懇切；~w滞康鍛！~：）三

JlHll新公民館

一一高血圧、動脈硬化に注意一一
お正月 ・食べすぎ欽みすぎをやめよう

冬
は
、

高
血
圧
や

動
脈
硬
化
が
似
閃
で

死
亡
す
る
人
が
多
い

季
節
で
す
。

こ
ζ
十
年
間
の
全

国
の
統
計
を
み
て
も

脳
年
中
や
心
臓
病
な

ど
前
段
総
系
疾
患
が

ふ
え
続
け
、
有
病
率

を
み
る
と
悶
和
四
十

年
に
比
べ
的
地
の
い

き
お
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
高
山
肌
川
．

や
動
脈
鋭
化
は
、
食

生
前
と
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
は

宮
ず
一
日
三
度
の
食
事
か
ら

と
く
に

一
月
は

お
正
月
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ご
ち
そ

う
の
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
泌
ぎ
が
続
き
、
運

動
不
足
も
加
わ
っ
て
、
ふ
だ
ん
の
食
生
爪

パ
タ
ー
ン
に
h
q

変
湖
。
を
き
た
し
が
ち
予

す。。
う
っ

か
り
生
活
、
病
気
で
が

J

ク
リ

ゐ

し
な
い
よ
う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
ど
注
怠
fre

－
－
：

i
と
い
う
わ
け
で
、

ζ

の
僚
会
に
、

μ

山川正
と
動
脈
般
佑
の
予
防
の
た
め
の
食
休

活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

八
高
血
圧
の
原
因
V

大
食

・
肥
満
・
泊

・
酒

・
た
ば
こ

高
血
圧
の
版
図
は
、
組
半
い
食
べ
物
な

ど
、
日
常
の
食
生
活
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
。高

肌
比
を
防
ぐ
食
療
の
ポ
イ
ン
ト
ぞ
い

く
つ
か
あ
げ
て
み
る
と

1
1
0

一
度
に
大
食
す
る
と
、

急
に
代
刈

8 
8 

が
尚
ま
っ
て
血
液
の
畳
が
ふ
え
、
肌

任
も
あ
が
り
ま
す
。

(12) 

対 象 者 （日〈阻〉｜

：自49年6月生 ！ 'I：後
20（火） l 

－至；49年7月生 i I 1.00～3.00' 

｜ i午後 ｜ 
月児 検 診 52年 9月 生 I22c木） I l 1.00～2.00 j 

: I 午後
5 2年 9月 生 I22c木〉

I 2.00～3.00・

!3 
母 ｜

13カ

子：
i股関節脱きゅう検査

保 ｜

; 9カ

健 1

3 母

マ
食
血
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
山
肌
忙

を
上
げ
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
う
す

昧
に
な
れ
る
ζ
と
。
的
分
の
多
い
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
は
、
以
る
べ

く
減
ら
す
。

65 

マ
肥
満
は
、
血
．仕
を
高
め
る
の
で
、

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
限
す
る
。

8 ）負傷者

／
野
来
、
く
だ
も
の
な
ど
多
く
合宮中

れ
る
カ
リ
ウ
ム
は
、
食
山
中
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
誘
っ
て
体
外
へ
緋
せ
っ
す

る
作
用
が
あ
る
の
で
、
血
圧
低
下
に

効
果
が
あ
る
。

。者。

〉
防
相
物
性
仙
＆
豊
富
に
と
り
、
川
は

な
る
べ
く
減
ら
し
、
た
は
ζ

は
什
め

る
の
が
よ
い
。

）死44 

日
食

塩

制

限

日

( ~〆 I ：~~－＇ .~ I 

の

食
州
制
限
は
、
高
山
肌
．川
の
予
防
と
治
的

の
鍛
火
の
位
で
す
。

ふ
つ
う
の
食
事
の
岨割
合
の
食
抑
制
取
販

は、

一
日
に

一
O
t
一
%
グ
ワ
ム
程
度
で

す。

ζ

れ
に
対
し
高
血
川
の
万
は
、
約
一

0
グ
ラ
ム
、
で
き
れ
ば
七
l
ペ
グ
り
ム
に

制
限
し
ま
す
。

こ
の
七

t
八
グ
ワ
ム
と
い
う
の
は
、
味

覚
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
臼
然
の
食
品

に
す
で
に
A
d
ま
れ
て
い
る
食
瓜
紙
約

一
l

一
・
五
グ
ラ
ム
を
合
む
験
で
す
。
で
す
か

ら
、
調
味
刺
と
し
て
使
え
る
食
取
分
は
、

み
そ
や
し
よ
う
ゆ
な
ど
も
合
め
て
六
グ
づ

人
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
次
回
は
、
動
脈
制
化
の
子
防
い

数 3件1 1月の町内交通事故


